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◆
職
種

介
護
職
（
若
干
名
）

◆
応
募
資
格

昭
和
50
年
４
月
２

日
〜
昭
和
51
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方
で
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
を

有
す
る
こ
と

◆
勤
務
場
所

同
老
人
ホ
U

ム
ど

ん
ぐ
り
山
（
大
沢
４
―
８
―
８
）

◆
試
験
日
程

２
月
３
日
À
筆
記

試
験（
作
文
）、
適
性
検
査
、
面
接

▼
１
月
21
日
Ã
〜
31
日
œ
（
土
・

◆
試
験
日
程

一
次
試
験
＝
２
月

17
日
À
、
二
次
試
験
＝
２
月
下
旬

◆
応
募
資
格

20
歳
以
上
の
方

（
平
成
14
年
４
月
１
日
現
在
）

◆
勤
務
期
間
な
ど

４
月
１
日
〜

平
成
15
年
３
月
31
日
の
原
則
と
し

て
月
〜
金
曜
日
の
週
30
時
間
以
内

（
実
働
）

◆
業
務
内
容

受
付
事
務
、
諸
証

明
発
行
関
連
事
務
な
ど

◆
報
酬
な
ど

基
本
報
酬
＝
月
額

17
万
１
千
円
（
平
成
14
年
度
予

定
）
、
別
途
交
通
費
相
当
額
を
２

▽
２
月
27
日
Œ
＝
「
労
働
条
件
の

不
利
益
変
更
」
、
28
日
œ
＝
「
出

向
、
転
籍
、
企
業
分
割
、
希
望
退

職
、
人
員
整
理
」
。
い
ず
れ
も
午

後
６
時
15
分
〜
８
時
45
分
、
東
京

都
三
鷹
労
政
会
館
（
下
連
雀
４
―

17
―
23
）
で
。
講
師
は
弁
護
士
の

鴨
田
哲
郎
さ
ん
。

▼
三
鷹
労
政
事
務
所
ò
47
―
８
２

３
１
へ
申
し
込
む
。

東
京
都
市
社
会
教
育
課
長
会
・

文
化
財
防
火
デ
U

は
、
昭
和
24

年
１
月
26
日
に
奈
良
の
法
隆
寺
金

堂
の
十
二
面
壁
画
が
焼
失
し
た
こ

と
を
契
機
に
、
昭
和
30
年
に
定
め

ら
れ
、
毎
年
１
月
26
日
を
「
文
化

財
防
火
デ
U

」
と
し
て
全
国
的
に

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
東
京
都
指
定
文
化

財
の
「
武
蔵
野
（
野
川
流
域
）
の

水
車
経
営
農
家
」
や
、
市
指
定
文

化
財
の
「
三
鷹
市
山
本
有
三
記
念

館
」
、
国
の
登
録
文
化
財
で
あ
る

「
国
立
天
文
台
太
陽
分
光
写
真
儀

室
」「
国
際
基
督
教
大
学
泰
山
荘
」

な
ど
、
多
く
の
文
化
財
が
あ
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
文
化
財
は
、
木
材
な

ど
の
燃
え
や
す
い
も
の
で
作
ら
れ

た
も
の
が
多
く
、
火
災
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
大
き
な
被
害

を
被
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
消
防
演
習
】

文
化
財
防
火
デ
U

に
ち
な
み
、

ポ
ン
プ
車
な
ど
が
出
動
し
、
三
鷹

消
防
署
と
三
鷹
市
消
防
団
第
10
分

団
、
大
沢
原
町
会
、
長
久
寺
学
園

幼
稚
園
園
児
な
ど
に
よ
る
消
防
演

化
学
物
質
が
生
き
物
や
環
境
に

与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
１
９
６

２
年
に
「
沈
黙
の
春
」
を
著
し
、

い
ち
早
く
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
レ
イ

チ
ェ
ル
・
カ
U

ソ
ン
。
自
然
の
神

秘
さ
や
不
思
議
さ
（
セ
ン
ス
・
オ

ブ
・
ワ
ン
ダ
U

）
を
描
く
こ
と
で

環
境
の
大
切
さ
を
み
な
さ
ん
に
伝

え
て
い
ま
す
。

三
鷹
俳
句
会
12
月
の
秀
句

講座内容受講料
（教材費）時間日程講座名コース№レベル

マウス、キーボード、ウインドウの操作を
練習

７，０００
（３００）１４：００～１６：３０２／４・１８（月）マウス・キーボード操作に慣れよう

（全２回）２MK-１超
初

心
者

メール、インターネット、ワード、エクセル、デジカメ画像処理
までパソコンを徹底的に使ってみよう

２４，０００
（１，４５０）９：１５～１１：４５２／５・１２・１９・２６　

３／５・１２・１９・２６（火）
Windowsまるごと基
礎講座（全８回）２S-１

初　
　

級

Eメールの設定、送受信、インターネットの
操作、検索サイトの利用など

８，０００
（３００）９：１５～１１：４５２／２１・２８（木）楽しむインターネット　Eメール

（全２回）２EM-２

１日で、ワード、エクセルの基本操作を学ぶ７，０００
（２００）１０：００～１６：００２／３（日）歩きはじめのワード・

エクセル（全１回）２S-３

ファイル操作、文字入力、文字変換、ファイル保存、文書作成、
編集、印刷など基本的な使い方を学ぶ

８，０００
（２，１００）９：１５～１１：４５２／４・１１（月）

しっかりWord Step-A
（全２回）

２WA-３

８，０００
（２，１００）１４：００～１６：３０２／２２・３／１（金）２WA-４

簡単な関数、書式設定など表計算の基本お
よび印刷機能などを学ぶ

８，０００
（２，１００）９：１５～１１：４５２／６・１３（水）しっかりExcel Step-A

（全２回）２EA-７

表の入った文書やイラストの入った案内
チラシなどの応用的機能を学ぶ

８，０００
（２，１００）９：１５～１１：４５２／１８・２５（月）

しっかりWord Step-B
（全２回）

２WB-５
中　

級

８，０００
（２，１００）１４：００～１６：３０３／８・１５（金）２WB-６

データベースの管理、運用など応用的な機
能を学ぶ

８，０００
（２，１００）９：１５～１１：４５２／２０・２７（水）しっかりExcel Step-B

（全２回）２EB-８

関数の初歩、グラフの作り方、データ並べ替え、集
計、ピボットテーブルなどエクセルの基礎を習得１２，０００１８：３０～２１：００２／４・１８・２５（月）はじめてエクセル

（全３回）２S-４

実　

践　

講　

座

カードの文書作成や宛名、名刺作り、住所
録管理をやさしく楽しく学ぶ９，６００１４：００～１６：３０２／７・２１・２８（木）

筆まめ、デジカメ画像
で作るハガキと名刺
（全３回）

２S-５

撮影テクニックからスキャナ・パソコンの
取り込み、加工、出力まで１５，０００９：１５～１１：４５２／９・１６・２３・３／２（土）デジカメ・スキャナ専科

（全４回）２S-６

ホームページ・ビルダー使用。表、写真、イラスト
を入れた作り方、運営の仕方、更新まで

１２，０００
（１，４５０）１４：００～１６：３０２／６・１３・２０（水）はじめてホームページ

作成（全３回）２S-７

はじめてホームページ作成と同じ内容を１
日で行う

８，０００
（１，４５０）１３：００～１７：００２／１０（日）ホームページ速成講座

（全１回）２S-８

プレゼンテーションスライドの作成や編集、イラスト、表の挿
入、図形の作成、画面切り替え効果と発表方法など

８，０００
（１，４５０）１３：００～１７：００２／９（土）はじめてパワーポイント

（全１回）２S-９

※しっかりWord、ExcelのStep AとB両方申し込むと１０００円引きになります（テキスト共通）。

ë日程などは別表のとおり。会場はいずれも三
鷹産業プラザ１階ｉカフェで。
�１月21日Ã午前10時から、氏名・ふりがな・
郵便番号・住所・電話番号・ファクス番号・メ
ールアドレス・年齢・ご希望のコースを記入

し、㈱まちづくり三鷹¿40―9750・Ｅメール
manabu@mitaka.ne.jp・ò40―9669へ申し込
む。各コース先着10人。くわしくはhttp://ww
w.mitaka.ne.jp/tmo/をご覧ください。

環
境
映
画
上
映

「
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
」

レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の
贈
り
物

▽
２
月
13
日
Œ
午
後
７
時
〜
８
時

30
分
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
U

で
。

▼
当
日
、
午
後
５
時
30
分
か
ら
同

セ
ン
タ
U

地
下
１
階
大
会
議
室
前

で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。
先
着

120
人
。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５
２

４万
円
以
内
で
支
給
。
社
会
保
険
・

労
働
保
険
の
適
用
あ
り

◆
勤
務
場
所

市
役
所
お
よ
び
市

内
関
連
施
設

◆
募
集
要
項
と
受
験
申
込
書
の
配

布

職
員
課
（
市
役
所
３
階
）
と

各
市
政
窓
口
で
配
布

▼
２
月
１
日
–
（
必
着
）
ま
で
に
、

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役

所
職
員
課
」
あ
て
郵
送
で
申
し
込

む
。∞

職
員
課
ò
内
線
２
２
３
３
〜

２
２
３
５

習
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
１
月
24
日
œ
午
前
10
時
〜
11

時
、
長
久
寺
（
大
沢
２
―
２
）
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

【
文
化
財
を
守
る
た
め
に
】

①
文
化
財
を
大
切
に
し
、
火
災

な
ど
の
災
害
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
。②

火
気
を
使
用
す
る
設
備
や
器

具
を
適
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

③
文
化
財
の
周
囲
は
、
喫
煙
な

ど
の
禁
止
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
た
き
火
や
喫
煙
な
ど

は
止
め
ま
し
ょ
う
。

④
放
火
さ
れ
な
い
・
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
文

化
財
の
搬
出
や
消
火
な
ど
に
つ
い

て
、
地
域
の
協
力
体
制
づ
く
り
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

∞
三
鷹
消
防
署
予
防
課
ò
47
―

引
き
継
ご
う
　

防
火
の
心
と
　
文
化
財

第
48
回

文
化
財
防
火
デ
ー

■
三
鷹
市
市
政
嘱
託
員

（
10
人
程
度
）

第
14
回

多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア

労
働
講
座

働
く
人
の

「
こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
」

〜
リ
ス
ト
ラ
へ
の
対
応
〜

降
に
生
ま
れ
た
方

◆
勤
務
場
所

市
内
学
童
保
育
所

◆
勤
務
時
間

月
〜
土
曜
日
の
午

前
11
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
変
則
週
休
２
日
制
）

※
学
校
休
業
日
は
午
前
８
時
30

分
も
し
く
は
午
前
９
時
30
分
か
ら

の
８
時
間
勤
務

◆
賃
金

16
万
６
千
円
以
上
（
20

歳
の
場
合
）
。
ほ
か
に
残
業
、
通

勤
等
諸
手
当
あ
り

◆
試
験
日

１
月
26
日
—
＝
筆
記

試
験
、
適
性
検
査
、
作
文
、
２
月

２
日
—
＝
面
接
、
健
康
診
断

※
二
次
試
験
は
、
一
次
試
験
合

格
者
の
み
に
通
知

◆
申
込
方
法

１
月
23
日
Œ
ま
で

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
日
曜

日
を
除
く
）
に
、
履
歴
書
（
写
真

貼
付
）
と
写
真
縦
４
B
×
横
３
B

◆
受
験
資
格

fl
教
員
ま
た
は
保

育
士
の
資
格
（
見
込
み
）
を
有
す

る
方
、
‡
昭
和
53
年
４
月
２
日
以

■
三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会

学
童
保
育
員（
若
干
名
）

■
社
会
福
祉
法
人
楽
山
会

（
三
鷹
市
立
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）

三
鷹
短
歌
会
12
月
の
秀
歌

まちづくり三鷹の２月分パソコン講習会

三
鷹
市
学
校
給
食
運
営
委
員

会
で
は
平
成
14
年
度
の
小
・
中

学
校
給
食
用
食
材
の
納
入
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

◆
申
請
用
紙
の
交
付

１
月
21

日
Ã
〜
25
日
–
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
、
三
鷹
市
学
校
給
食

運
営
委
員
会
事
務
局
（
教
育
セ

ン
タ
U

１
階
・
市
教
育
委
員
会

学
務
課
内
）
で
。

※
申
請
に
は
各
種
添
付
書
類

が
必
要
で
す
。
お
早
め
に
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
の
受
付

１
月
28
日
Ã

〜
２
月
１
日
–
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
、
同
事
務
局
へ
直
接

申
し
込
む
。

∞
同
事
務
局
ò
内
線
３
２
３

８

市
立
小
・
中
学
校

給
食
用
食
材

納
入
業
者
登
録
受
付

（
選
と
評
）
金
田
　
義
直

「
幸
せ
」
が
写
真
よ
り
顕
つ
マ
ン
シ
ョ
ン

の
折
り
込
み
広
告
今
朝
も
届
き
ぬ

神
宝
満
智
子

【
評
】
い
か
に
も
幸
せ
な
生
活
を
予
感

さ
せ
る
よ
う
な
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
カ
ラ

U

写
真
。
作
者
は
そ
の
広
告
に
興
味
を

示
し
な
が
ら
も
、
醒
め
た
目
で
見
て
い

る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。

「
元
気
で
す
か
」
と
思
は
ず
叫
び
苦
笑
し

ぬ
　
夫
の
墓
前
に
両
手
を
合
は
す

望
月
　
綾
乃

【
評
】
作
者
の
心
の
動
き
が
上
の
句
に

率
直
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
作
者
に
と

っ
て
も
夫
は
生
き
て
い
る
の
だ
が
、
墓

を
目
前
に
し
て
「
死
」
を
現
実
の
も
の

南
　
美
智
子

客
布
団
干
し
て
吾
子
待
つ
よ
き
日
和

中
山
　
信
義

ひ
と
り
居
も
炊か

し

ぐ
た
の
し
み
年
用
意

拝
司

は
い
し

園
子

勤
め
ゐ
し
銀
座
見
直
す
冬
日
和寺

田
　
登
代

風
呂
吹
き
の
味
に
見
直
す
わ
が
女
房

大
久
保
英
一

枯
菊
の
香
り
残
し
て
束
ね
け
り広

瀬
　
春
子

古
希
迎
へ
集
ふ
旧
友
冬
温ぬ

く

し
石
川

淳
き
よ
し

極
月
や
街
に
夢
追
ふ
ジ
ブ
リ
バ
ス

板
橋
ク
ラ
子

落
葉
踏
む
過
去
と
未
来
の
音
た
て
て

牧
　
　
文
子

短
日
や
片
意
地
張
つ
て
生
き
て
居
り

田
中
　
淑よ

し

子

千
鳥
鳴
く
打
寄
す
波
の
砕
け
散
り

浅
沼
仁
美

き

み

子

婚
礼
の
衣
粧
ち
ら
ほ
ら
秋
の
駅佐

野
み
さ
を

よ
き
芝
居
見
て
来
し
園
の
紅
葉
映
え

山
中
　
勝
枝

雲
迅
し
月
へ
木
枯
し
荒す

さ
び
吹
く

西
川
百
合
子

（
選
者
）

井
上
　
　
弘

熱
燗
や
過
去
を
「
も
し
も
」
で
語
る
な
よ

高
見

勝
ま
さ
る

寒
菊
や
女
の
強
さ
色
に
し
て

根
岸
　
敏
三

余
生
な
お
為
す
こ
と
多
し
冬
支
度

大
竹
ハ
ル
子

煤
払
い
父
が
痕の

こ

せ
し
曲
り
釘

飯
田
　
六
斗

極
月
や
交
番
の
ぞ
く
迷
ひ
犬

小
泉
　
秀
夫

極
月
や
空
気
重
た
き
職
安
所

大
和
谷

や
ま
と
だ
に

慈
子

冬
麗
や
青
梅
の
里
の
赤
ポ
ス
ト

情
景
が
鮮
明
に
浮
か
ん
で
来
る
。
あ
る

か
な
し
か
の
葉
音
を
聞
き
と
め
た
作
者

の
感
性
は
鋭
敏
。

「
メ
ル
ヘ
ン
の
金
の
木
」
と
詠
み
し
大
銀

杏
切
り
倒
さ
れ
て
幾
年
を
経
つ牛

木
　
り
え

【
評
】
切
り
倒
さ
れ
た
大
銀
杏
を
思
い

出
す
の
は
、
単
に
そ
れ
を
作
品
化
し
た

と
言
う
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
が
そ
の
銀
杏
に
染
み
込
ん
で
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。「
幾
年
か
経
つ
」
に
、

感
懐
が
籠
も
る
。

と
し
て
認
め
ざ
る
を
得
な
い
悲
し
み
が

伝
わ
っ
て
来
る
。

薔
薇
の
花
真
紅
に
数
多
咲
き
て
を
り
わ
が

血
は
燃
ゆ
る
命
な
が
か
れ
　
湯
川
　
尚
雄

【
評
】
リ
ハ
ビ
リ
中
の
作
者
と
聞
く
。

薔
薇
の
花
の
真
紅
に
往
年
の
血
潮
の
滾

ち
を
思
い
、
力
が
湧
い
て
来
た
の
だ
。

「
命
な
が
か
れ
」
は
病
身
で
あ
れ
ば
こ

そ
の
切
実
な
叫
び
で
あ
る
。

木
の
間
隠
れ
に
我
に
つ
き
来
し
満
月
を
家

並
み
に
入
る
時
佇
み
て
見
る

横
尾
え
り
子

【
評
】
満
月
に
心
を
遊
ば
せ
な
が
ら
歩

ん
で
来
た
道
も
、
家
並
み
に
入
っ
て
し

ま
え
ば
、
も
う
満
月
は
見
え
な
く
な
っ

て
し
ま
う
。「
佇
み
て
見
る
」
に
惜
別

感
が
籠
も
る
。

い
て
ふ
は
黄
　
桜
は
紅
葉
そ
れ
ぞ
れ
の
彩

り
楽
し
禅
林
寺
の
庭
　
　
　
梅
田
　
園
子

【
評
】
鮮
や
か
な
彩
り
の
典
型
と
し
て

禅
林
寺
の
庭
の
木
々
に
焦
点
を
当
て
な

が
ら
、
大
き
く
は
、
日
本
の
秋
の
美
し

さ
を
満
喫
し
て
い
る
作
者
な
の
だ
。

絶
え
間
な
く
ひ
る
が
へ
り
散
る
も
み
ぢ
葉

の
か
そ
け
き
音
す
陽
だ
ま
り
の
道

棚
木
　
玲
子

【
評
】
日
本
な
ら
で
は
の
秋
の
風
情
。

日
曜
日
除
く
）
の
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
４
時
に
同
事
務
所
（
ど
ん

ぐ
り
山
内
）
に
本
人
が
直
接
来
所

し
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
資

格
証
明
書
（
写
）
を
持
参
し
申
し

込
む
。

く
わ
し
く
は
同
事
務
所
ò
33
―

２
２
５
５
へ
。

市政のことであなた自身の

利害に関わる苦情がありまし

たらお気軽にご相談くださ

い。
市役所本庁舎２階ò内線
2215・¿48―2810

※時間は午後１時30分～４時
30分
�予約制です。事前にご連絡く
ださい。

１
枚
、
最
終
学
歴
お
よ
び
取
得
免

許
、
資
格
を
証
明
す
る
も
の
を
持

参
し
、
本
人
が
社
会
福
祉
協
議
会

（
福
祉
会
館
内
）
へ
直
接
申
し
込

む
。∞

同
協
議
会
ò
46
―
１
１
０
８

文
化
財
部
会
主
催
。
多
摩
地
区
28

市
町
村
の
郷
土
・
歴
史
・
文
化
財

関
係
の
１
千
種
類
（
新
刊
約
70
種

類
）
を
超
え
る
書
籍
を
展
示
販
売

し
ま
す
。

▽
１
月
25
日
–
〜
27
日
À
午
前
11

時
〜
午
後
７
時
（
27
日
は
午
後
５

時
ま
で
）
、
Ｊ
Ｒ
立
川
駅
駅
ビ

ル
・
ル
ミ
ネ
立
川
店
６
階
ウ
イ
ル

プ
ラ
ザ
で
。

▼
直
接
会
場
へ
。

∞
生
涯
学
習
推
進
室
ò
内
線
３

３
１
４

韓国でベストセラーにな

った「韓国が死んでも日本

に追いつけない18の理由」

の著者、韓国通で韓国びい

きの経済人・百瀬格さんの

基調講演をもとに、韓国人

留学生・社会人のパネリス

トたちに、来場者も交えて

意見を交換し、お互いの理

解を深めます。

ë１月26日—午後１時25分

～３時30分（午後１時から

ビデオ上映）、三鷹駅前コ

ミュニティセンターで。

�ＭＩＳＨＯＰ事務局ò43

―7812へ申し込む。先着

120人。

０
１
１
９
内
線
521
・
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
推
進
室
ò
市
役
所
内

線
３
３
１
３

～百瀬格（モモセタダシ）氏VS日本在住韓国人～

総合オンブズマン相談室


